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設計基本方針 樹立 に至 る一手順

株式会社竹 中工務店 大阪本店設計部

副部長(設計・意匠担当)徳 岡 昌 克

一 般 に建 築 家 の 書 く文 章 は難 解 で あ る と され て い る。 特 に,建 築 家 が その 作

品 に つ い て,設 計 趣 旨 を,述 べ る と き,そ の 文 章 と作 品 よ り受 け る印 象 との 相

違 に,と ま ど う こ と が あ る。 それ は,恐 ら く,文 章 に よ る表 現1か,そ の ヴ ィ ジ

ュ ア ル デ ザ イ ンの ど ち らか に,問 題 が あ るの で は な い か と思 う。(本 稿 で は,

そ の 両 方 に問 題 の あ る場 合,つ ま り,そ の 課 題 に,ふ さ わ し くな いで あ ろ う,建 築

家 の ヴ ィ ジ ュ ア ル デ ザ イ ン と,そ の設 計 趣 旨 に,つ い て は ふ れ な い。)

建 築 家 につ い て は,そ の作 品 が すべ て で あ る か ら,あ え て文 章 で,そ の作 品

につ い て語 らな い こ とが,賢 明 の よ う に思 え る。 又 書 か ぎ る を得 な い場 合 に も

その 作 品 の完 成 を待 っ て,且 つ 世 評 も受 け入 れ て,判 断 をす る と い う手 もな い

で は な い。 し か しな が ら建 築 家 が,自 己発 現 の場,つ ま り仕 事 を手 に入 れ る と

い うこ と は,容 易 な こ と で は な い。

と りわ け昨 今 の よ うに,PR優 先 の 時 代 に は,な お さ らで,建 築 家 は あ ら ゆ

る 自 己表 現 の 手段 を も っ て,PRに つ と め る こ と に な る。 良 い もの は,い つ か

誰 か が発 見 し,世 に 出 して くれ るの を静 か に待 つ わ け に は い か な い の で あ る。

した が っ て 折 に ふ れ,作 品 につ い て,文 章 を も っ て補 足 す る こ と に な る。 こ こ

で と り あげ る,設 計 基 本 方針 書 と い うの は,そ の構 想 が,建 築 物 と して世 に問

わ れ る以 前 に関 係 者 間 に 了解 又 は 賛 同 を得 て,次 の作 業 に移 る前 提 事 項 と して

一43一



作 製 す る もの で あ っ て,前 述 の 結 果 と して の 作 品 を文 章 を もっ て補 足 す るの と

は,趣 きを異 に す る もの で あ る。 我 々 の組 織 に お いて,設 亨十基 本 方針 書 の 作 成

が,設 計 記 録 に 関 す る取 扱 要 領 の 諸 表 の 一 つ と し て,義 務 づ け られ た の は,昭

和53年3月1日 か らで は あ る が,勿 論 こ れ は正 式 に一 つ の フ ォー マ ッ トと して

示 され た の で あ っ て,こ の種 の 試 み は,個 別 で は あ る が,以 前 か ら組 織 の 設 計 担

当者 が夫 々 に,設 計 過 程 の 中 に あ っ て 自 己 の デザ イ ン主張 に対 す る部 内外 の 共

感 を得 る手段 の 一 つ と してP±行 して い た 。

現在の 「設計基本方針書」記入項目には,次 の大要 のもとに方向づけされて

い る。

即 ち,設 計 基 本 方 針 の 設 定 は,建 築 主 要望 事 項 と,そ の プ ロ ジ ェ ク トに関 す

る客観的な条件(調 査事項)と に対する建築技術的な解答 を設定することであ

り,設 計 の過 程 に お い て,そ の理 念 を一 定 の 方 法 で秩 序 づ け る こ とは,そ の プ

ロ ジェ ク トの 内 容 の 意 図 を明 ら か に し,詳 細 設 計 の基 礎 と な る も の で あ る。 設

計 基 本 方針 書 は,関 係 部 署 間 の 意 志 の疎 通 を図 り,共 通 の 理 念 の 寄 りど こ ろ と

な る。 又 デ ザ イ ン会 議,設 計 審 査,見 積 依 頼 時 及 び着 工 前 打 合 会 議 の 資 料 と も

な り,決 定 した 基 本 設 計 の チ ェ ッ ク に も使 用 す る こ と が で き る。

記 入 項 目 は.

1)地 域 的 考察7)構 造 計 画

2)配 置 計 画8)設 備 計 画

3)空 間機 能 計 画9)生 産 設 計

4)空 間 表 現 計 画10)予 算 計 画

5)イ ン テ リ ア計 画11)そ の他

6)部 位 別 構 成 計 画

とな っ て い る。

又,各 記 入 項 目の 要 点 につ いて は,次 の よ う に解 説,着 眼 点 が 示 唆 され て い

る。

..



1)地 域 的 考 寮

1-1都 市 及 び地 域 の 特 性

都 市 又 は地 域 の 機 能 的 性 格 、 伝 統,人 口,産 業,交 通 の 現 況 及 び 将 来 の

動 向 に対 す る考 察 、

1-2適 用 法 規

都 市 計 画 法,建 築 基 準 法,条 例,消 防 法 等

2)配 置 計 画

2-1ブ ロ ッ ク計 画

ブ ロ ッ クの機 能 的 シス テ ム,規 模,高 さ関 係,マ ス・と して の表 現,形 態

2-2外 部 動 線

機 能 別 進 入 路(車,来 客,従 業 員,資 材,etc,夜 間,非 常 時),建 築

的 処 理,出 入 管 理 の あ り方,ア プ ロ ー チ に伴 う推 移 効 果,駐 車 計 画

2-3自 然 との 関 連

敷 地 及 び そ の周 辺 の 地 形,景 観,風 土,方 位,気 候,そ の他 自然 的 条 件

との 関 連

2-4造 園 又 は外 部 構 成 計 画

目的,性 格,施 設,都 市 的 意 義,建 築 的 処 理,屋 上 利 用

2-5周 辺 建 物 との 関 連

規 模,用 途,外 部 動 線,そ の 他 機 能 関連,日 照,通 風,騒 音,そ の 他 物

理 環 境 的 関 連,プ ラ イバ シー,圧 迫 感 そ の他 心 理 的 影 響,形 態 的 調 和

2-6f曽 築 言十画

予 想 年 度,フ レキ シ ビ リテ ィ,増 築 前 の 又 は 増 築 後 の調 和,施 工 性 の 考

慮

以 上 の よ うに,3)空 間 機 能 計 画,以 下 につ い て も,示 唆 され て い るが,本 稿 で

は,省 略 す る 。

冒 頭 に述 べ た 文 章 とヴ ィ ジ ュ アル ・デザ イ ンの 一 致 の難 しさ に も増 して,こ
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の 設 計 基 本 方 針 書 の 作 成 に つ い て も,的 を得 た 表 現 をつ づ るの も,仲 々 至 難 の

技 とい え る。

そ こで,基 本 方 針 書 作 成 の理 念,或 は 骨 子,或 は的 とな るべ き当該 プ ロ ジ ェ

ク トの性 格 の 把 え方 につ い て,言 及 して み た い 。

日常 の 業務 で 処 理 す る プ ロ ジ ェ ク トにつ い て は,初 期 の 段 階 で は,引建 築 主 の

要 望 や,具 体 的 な設 計条 件 が不 揃 い の場 合 が 多 く,又 設 計 作 業 には,建 築 主 や

関 係 者 との や り と りの うち に,煮 詰 め ら れ る要 素 も多 いの で,こ こで は,'設 計

競 技 の2プ ロ ジ ェ ク トを例 に あ げ た い 。 次 の2例 は,い ず れ も,全 国 公 開 コ ン

ペ の も の で,沖 縄 市 民 会 館 は,S52年 ,荻 須 記 念 館 は,S56年 に応 募 し,我 々

の提 案 が,最 優 秀 作 品 と して 採 用,前 者 は,56年1月 に竣 工,後 者 は ,58年8

月 開館 を期 して,施 工 中 の もの で あ る。

・この2プ ロ ジ ェ ク トを進 あ
,設 計 基 本 方針 を樹 立 す る に至 る最 重 要 な 共 通 の

ス テ ッ プは,先 づ情 報,資 料,調 査 の 完 備 で あ る。

これ らは

1)当 該地 に つ い て,そ の歴 史 的 特 性,民 族 的 特 性,地 理 的 特 性

2)当 該建 築 物 につ い て,そ の既 存 施 設 分析,原 論,機 能 展 開

3)当 該 人 物 に つ いて

作 風 と心 情,専 門 家 と して の 活 動,当 該 地 との 関 係

で あ るが,こ れ らは い わば 現 状 の把 握 と も 言 え よ う。 次 に は コ ンペ 要 項 の 中 か

らKeywords(手 が か りとな る言葉)を 探 し,問 題 点 の 抽 出 にっ な ぐ,即 ち,

1)当 該 地 に お け る 「文 化 発 展 」 は ど うあ るべ きか?一 市 民 共 通 の概 念 の注

入

2)当 該 建 物 は,現 代 で は ど う あ るべ きか?一 人 と人 と の共 通 の場

3)当 該 人 物 の 当 該 地 に果 す 役 割 は ど うあ るべ きか?一 心 の 絆 と文化 の触 発

問題 点 の抽 出 の 後 は,こ れ らに対 す 答 え と して プ ロ ジ ェ ク トを性 格 づ け る。

例 えば,荻 須 記 念 館 に あっ て は,ARTSANCTUARYの 提 案 で あ り,又,
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沖 縄 市 民 会 館 に あ っ て は,市 街 地 と海 へ 開 か れ た 唯 一 の 見 通 し線 の発 見 に よ っ

て,そ の眺 望 を市 民 志 向 の高 揚 手 段 と捉 え た広 場 の 提 案 で あ っ た。(注 ,荻 須

記 念 館 は 当 面 第 一 期 工 事 と して の仮 称 稲 沢 市 美 術 博 物 館 で あ り,提 案 の 他施 設

は,今 の処 明確 な完 成 の 予 定 は な い。 又,沖 縄 市 民 会 館 は,前 面 道 路 の 市 街

地 へ の連 絡 及 び 公 園 が整 備 され る まで には 至 っ て い な い。 した が っ て提 案 の ね

ら い が実 現 す る まで に は,ま だ時 間 を要 す る もの と思 わ れ る。)

さ て,調 査 及 資 料 の項 目 を羅 列 して み る と,

資 料:全 般 的 に は,歴 史,伝 統,気 候 風 土,植 物,人 口,経 済,特 殊 事情 等

技 術 的 に は,都 市 計 画,交 通 体 系,類 似 建 物,地 方 の建 築,地 方 の 基

準,(当 社)保 有技 術,関 連 法 規

調 査 項 目 と して は,

環 境:地 勢 風 土,人 口,市 民感 情,植 物,特 殊 事 情

敷 地:地 勢 風 土,交 通 機 関,交 通路 線,都 市 設 備,特 殊 事 情

建 築:史 跡,新 古 建 築,類 似建 物

等 で 特 に設 計 者 達 自 らの現 地 調 査 で,提 案 の 性 格 付 けや 造 形 的 ヒ ン トを得 た 。

即 ち,荻 須 記 念 館 に つ い て は,そ の お び た だ しい数 の神 明 社 と,そ の相 互 関 連

性 の 発 見 で あ り,沖 縄 市 民 会 館 に あっ ては,城 跡,玉 陵,民 家,等 に見 られ る

格 調 あ る造形 美 と民 家 の ア プ ロ ー チ に見 られ る ひ ん ぷ ん,等 か らで あ る。 な お

稲 沢 市 に お け る,神 明 社 に あ っ て も,不 浄 除 と称 せ られ る見 隠 しが あ り,両 地

方 の 相 互 の 関 連 性 に お い て,今 な お,興 味 が尽 き な い。

以 上,設 計 方針 書 作 成 に至 る検 討 す べ き一 手 順 を述 べ て 来 た が,建 築 設 計 の

出 来,不 出来 が,そ の 課 題 に対 す る性 格 の 設 定 で,左 右 され る と断 言 出 来 る ほ

どで,い か に も,的 を 得 た性 格 設 定 が,難 しい が 故 に ,設 計 に当 っ て は,

常 に関 心 深 く,そ の持 つ べ き特 徴 を見 つ け る こ と に努 め て い る。 又,そ の基 本

方 針 に よ っ て,完 成 され た 作 品 が,ど の よ うな社 会 評 価 を受 け る か を,設 計 の

質 を計 り,向 上 させ る尺 度 の 一 つ と して も活 用 した い と,考 えて い る。
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な お,設 計 競 技 を成 功 に導 くた め に揃 え るべ き条 件 と して は,

1.コ ンペ 情 報 入 手 と対 応2.情 報 資 料 調 査 の 完 備

3.構 成 メ ンバ ー の適 性 配 置4.手 持 プ ロ ジ ェ ク ト配 分 処 理

5.保 有 技 術 活 用6.方 向 付 け適 切 な判 断

7.設 計 思 想 と造 型 力 の 合 致 等 で あ る。

しか し,又,よ り創 造 的 な提 案 につ い て,ど の よ う に ア プ ロ ー チ をす べ き か,

自 問 して い る。

次 に2プ ロ ジェ ク トにつ い て 夫 々 の設 計 基 本 方 針 と審 査 評 が い か に関 係 深 い

か を具 体 例 と して紹 介 した い 。

事 例1荻 須 記 念 館

●提 案 の 基 本 理 念

〔背 景 〕 稲 沢 文 化 の 歴 史

弥 生 時 代 に この 地 方 の 稲 作 が 始 め られ て以 来,大 化 改 新 の の ち,尾 張 国 司 が

置 か れ た 時 に,こ の地 方 の 歴 史 の 始 ま り を見 る こ とが で きる。 また,こ の地 方
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の 自然 を支 配 して きた 木 曽 川 と その枝 川 の氾 濫 に よ る洪 水 も また そ の歴 史 で あ

っ た。 人 々 は わ ず かば か りの 自然堤 防 と,自 然堤 防 状 微 高地 に安 住 の地 を求 め,

自 然 を崇 拝 しつ つ も,心 の依 りど こ ろ と して 集 落 ご と に神 明 社 な どの村 社 を建

て まつ り,育 くん で きた。

〔目的 〕 稲 沢 独 自の 文 化 的 発展

近 世 に な っ て,交 通 の要 所 と して稲 葉 宿 が栄 えた が,明 治 以 来 土 地 利 用 度 の

低 い後 背 湿 地 が埋 め立 て ら れ,工 場 進 出 の 波 を受 け,現 在 に至 っ て は,名 古 屋

市 の 都 市 圏 拡 大 に よ る都 市 化 とい う名 の洪 水 を受 け は じめ て お り,将 来 的 に は,

稲 沢 独 自 の 文 化 的 発 展 が切 に望 まれ る。

〔方 策 〕 文 化 創 造 の場 創 り

優 れ た伝 統 的 文 化 と,市 出身 の 国 際 的 画 家 で あ る,荻 須 高徳 氏 の 記 念 性 と を

統 括 的 に シ ン ボ ラ イズ して捉 え,人 々 が郷 土 の歴 史 的 遺 産 と画伯 の 芸 術 の世 界

に接 す る こ と に よ って,稲 沢 の 明 日 を考 え,市 の 輝 か しい 文化 の 発 展 に寄 与 で

き る場 創 りが必 要 で あ る。

〔提 案 〕ARTSANCTUARY

荻 須 記 念 館,博 物 館,歴 史 民 俗 資 料 館 収 蔵 庫 が1つ の 敷地 に集 積 され る事 に

よ る ア ク テ ィ ビテ ィの相 乗 効 果 は充 分 期 待 で きる が,そ の 上 に,市 民 の コ ミュ

ニ テ ィ醸 成 の 為 の 要 素 と して,下 記 の3つ の 機 能 を注 入 す る こ とに よ り,3館

11.シ テ ィー パ ー ク ●市 民 の 生 活 環 境 と して の緑 豊 か な町 づ く りの拠 点

{2.シ テ ィ ロ ビー ●市 民 の対 話 に よ る文化 高揚 の場

13.シ テ ィ ス テ ー ジ ●市 民 の生 活 の 「は れ」 の 場

の 内 外 は共 に有 機 的 に融 合 され,市 民 共 有 の活 性 化 さ れ た空 間 と な る。

か っ て お び た だ し い数 の神 明社 が村 人 の 守 護 神 で あ っ た よ うに,現 代 の稲 沢

文 化 の シ ンボ ル と し て,計 画 地 の環 境 を包 含 し た こ れ らの建 築群 の ア ンサ ン ブ

ル を,文 化 の香 り高 い 「芸 術 の 聖 域」 と して提 案 す る。

..



● 設 計 基 本 方 針

〔環 境 計 画 〕

市 内 に点 在 す る村 社 の鎮 守 の森 と,三 宅 川,大 江 川 の2つ の 水 系 に注 目 し,

水 と緑 の 回 廊 が 全 市 に設 定 され る こ と を望 み な が ら,シ テ ィパ ー クの 拠 点 と し

て,計 画 地 全 体 を森 と して構 成 し,稲 沢 の植 生 か ら選 ば れ た 「イ ナ ザ ワ グ リ ー

ン」 と荻 須 画 伯 が 好 ん で描 い た 「オ ギ ス グ リー ン」 を注 意 深 く配 置 す る こ とで

環 境 を構 成 した 。

〔建 築 計 画 〕

配 置 計 画

荻 須 記 念 館 の 位 置 づ け:西 と南 に視 界 が 開 け,遠 くは 養 老 山 脈,近 く は画 伯

の 生 家 が望 め る計 画 地 に あ っ て,北 側 か らの メ ー ンア プ ロ ー チ に対 し,記 念 館

を正 面 に,博 物 館 を南側 に記 念 館 を と り囲 む よ うに配 置 し,訪 ず れ る人 々 が,

全体 位 置 関 係 を把 握 しや す い よ う にす る と と も に,芸 術 の聖 域 に来 場 す る精 神

的 高 揚 を促 す べ くこ の地 方 の 神 明社 に見 られ る 「不 浄 除 」 を設 け た。

軸 線 の 設 定:古 くは 条里 制 の跡 に見 られ る稲 沢 の 都 市 軸(東 西 と南 北)に 整

合 させ る為,3館 共,棟 軸 方 向 を東 西 に と っ た 。

外 部 空 間 の 構 成:地 域 の ラ ン ドス ケ ー プ に な じ ませ 外 部 空 間 に ヒ ュ ー マ ンな

ス ケ ー ル感 を与 え る為 に,や わ らか さ と,静 謐 性 を もつ 銅 板 瓦棒 葺 の 勾 配 屋 根

と し,外 壁 は稲 沢 地 方 の土 の 質 感 を求 め て,美 濃 の 土 で 焼 き上 げ た縄 文 様 の タ

イル張 りと した 。 ま た,稲 沢 地 方 の町 家 の 広 縁 が,ほ ど良 い コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ンの 空 間 で あ る こ と に注 目 し,記 念 館 と博 物 館 の 間 に,彫 刻 の広 場 を配 置 した。

人 と車,サ ー ビス の 動 線 乳どの 方 向 か ら アプ ロ ー チ し て も緑 豊 か な環 境 に 包

ま れ建 築 群 の ア ンサ ン ブ ル が望 め る よ う配 慮 す る と共 に,大 きな駐 車場 を小 さ

く見 せ る た め,主 に保 健 セ ン ター利 用 者 が使 うゾー ン を分離 し動 線 の 交 差 を避

けた 。 ま た来 館 者 用 駐 車場 東 側 に は ア プ ロ ー チ を兼 ね た エ プ ロ ン を配 し乗 降 の

容 易 さ を考慮 した,一 方 敷 地 東 端 に は,防 災道 路 を兼 ね た 南 北 貫 通 の サ ー ビ ス
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道 路 を設 け3館 の各 々 の搬 入 口 に直 接 ア プ ロ ー チ で き る よ うに した 。

表 現 計 画

格 調 高 く端 整 で堅 牢 で あ る こ と を基 本 と した 。

か た ち 切 妻 勾 配 屋 根 の採 用 ●比較 的 雨 の 多 い地 方 で あ る。 ●地 域 の ラ ン

ドス ケ ー プ に な じ ませ る。 ● ス カ イ ラ イ ンが美 し い。

材 料 ●屋 根 は荻 須 画 伯 の住 むパ リの 街 並 の伝 統 的 美 し さ を徘 彿 させ 又 ,外

部 空 間 に静 謐 感 を か も し出 す銅 板 瓦棒 葺 ●外 壁 は稲 沢 地 方 の土 の 質 感

を求 め て,美 濃 の 土 で 焼 き上 げ た縄 文様 の妬 器 質 タ イル張

個 別 建 物 計 画 荻 須 記 念 館

特 に意 図 した オ リエ ンテ ー シ ョ ンホ ー ル は 各 々 の展 示 室 へ の 導 入部 に あ り,

上 部 の 光 ダ ク トで取 込 まれ た 外 光 を受 け た オニ ッ クス の 柔 らか い 光 は ,床 の深

々 と した カ ーペ ッ トに吸 収 さ れ て,芸 術 に 今対 面 しよ うとす る来 訪 者 の 精神 的

高揚 に準 備 で き る空 間 と し,又,学 校 等 の 団体.グ ル ー プ の調 整 前室 と して も

機 能 させ る為 特 に 意 を尽 した 。

平 面 計 画 は シ ンメ ト リー と し,オ リエ ンテ ー シ ョ ンホ ー ル を介 して 西 に荻 須

高徳 常 設 展 示 室,東 に一 般 展 示 室,南 に交 流 展 示 室,ロ ビLを 配 置 した 。

博 物 館

一 般 来 館 者 が利 用 す る展 示 部 門 ・教 育 普 及部 門 ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンサ ー ビ

ス部 門 をすべ て1階 に 配 置 し,利 便 性 と安 全性 を考 慮 した。

エ ン トラ ンス コ リ ドー ル は ,こ の博 物 館 の根 幹 を なす 空 間 で あ り,す べ て の

ゾ ー ンに対 す る緩 衝 地 帯 と し,館 内 の わか り易 さ を考 慮 した 。

中展 示 室 と記 念館 の 一 般 展 示 室 の同 時 利 用,中 展 示 室 の博 物 館 展 示 ロ ビー側

の扉 を閉 じる こ と に よ り可 能 と な る。 また 記 念館 との連 絡 通 路 は ,彫 刻 の広 場

と一 体 感 を も た せ るた め に 大 きな開 口部 を設 け解 放 的 な空 間 と した。

芸 術 品 の搬 入 ル ー トと文 化 財 収 載庫 及 び博 物 館 収 蔵 庫 との 関 係 が有 機 的 位 置

関 係 と な る よ う に考 慮 す るた め に文 化 財 収 蔵 庫 との 連 絡 通 路 を荷 受 場 と した。
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調査 研 究 部 門 は見 晴 ら しの 良 い3階 に設 け独 立 した研 究 活 動 が で きる よ うに

考 慮 した。

〔設 備 計 画 〕

展 観 者,展 示 物,収 蔵 物 が安 全 を確 保 され,か つ 望 ま しい環 境 の も と に お か

れ る た め の効 率 の よ い 設 備 シス テ ム を採 用 した 。

〔構 造 計 画 〕

稲 沢 地 域 の 自然 条件 お よ び空 間 上 の 特 徴 を考 慮 し,安 全 で 経 済 性 に優 れ た構

造 方 式 を採 用 した 。

〔展 示 計 画 〕

展 示 品 を安 定 した 光 環 境 の 中 で 美 し く見 せ る為,人 工 照 明 を採 用 した 。

記 念館,博 物 館,支 化 財 収 蔵 庫 の収 蔵 物 を現 代 の 生 きた情 報 とす る為 に,オ

ー デ ィ オ ・ヴ イ ジ ュ ァ ル シ ス テ ム を導 入 す る。

●審 査 報 告 日経 ア ー キ テ ク チ ャ ー1982.6.7号

荻 須 記 念 館 設 計 競 技 第 二 次 審 査 講 評

審査 委員 佐 久 間 達 ニ

レ徳 岡 案(作 品 記 号A)

一 次 の と きの 設 計 条 件 と基 本 的 な 変 更 と な っ た"北 側 か らの 導 入"と い う新

しい事 態 に直 面 して,ど の ブ ロ ッ ク プ ラ ン を見 て も戸 惑 い の あ と が 見 ら れ た。

その 中 で こ の 案 は独 り そ の変 化 を超 え て,一 次 の 案 よ り更 に説 得 力 に富 ん だ 内

容 の あ る作 品 とな っ て,審 査 員 全 員 の共 感 を呼 ん だ 。

当 然 の こ と な が ら,要 求 され て い る諸 条 件 に対 す る周 到 な分析,作 者 の 体 験

か ら生 まれ る平 面 計 画 の 読 み の深 さ,緑 をテ ー マ と した緻 密 な環 境 計 画 に 到 る

ま で の プ レゼ ンテ ー シ ョ ンの優 秀 さ と同 時 に,今 な お パ リに留 っ て 元 気 に創 作

活 動 を続 け て お られ る荻 須 さん と,地 元 稲 沢 の人 た ち との 間 の心 の きず な と い

っ た 目 に見 え な い精 神 性 を特 に大 切 に して い る点 に心 ひ か れ た。"ARTSAN
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CTUARY"と い うサ ブ テ ー マ に こ め ら れ た気 持 は や は りそ の 辺 りか ら きて い る

よ うに思 われ る。 そ れ が こ の 案 の デザ イ ン に も一 貫 して い る。 これ が真 に この

地 域 の伝 統 の 中 に根 を お ろ させ る た め の施 設 と して地 元 に迎 え入 れ られ る た め

には,こ の 案 に もな お改 良 の 余地 少 し と しな い 。形 の シ ン メ ト リー性 を あ え て

保 つ た め の 面 積 配 分 の 調 整,内 部 空 間 の完 備 の た め失 われ た 開 放 性,外 形 か ら

決 め られ た の か博 物 館 南 西 の 軒 の 高 さ,前 面 の ア ブmチ 庭 の夏 季 の 照 り返 し

等,改 良 点 は 散 見 され る が,い ず れ も今 後,実 施 設 計 の段 階 で検 討可 能 な程 度

で あ る。

よ っ て こ の案 を他 に得 難 い作 品 と して審 査 委 員全 員 で"最 優 秀 作 品"に 推 す

こ と とす る。 審 査 委 員,井 関 弘 太 郎,飯 田 喜 四 郎,内 井 昭 蔵,佐 久 間 達 二,中

村洋,水 野 柳 太 郎,大 谷 喜 三 郎,橋 本 春 夫,敬 称 略 。

事例 ∬ 沖 縄 市 民会 館
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基 本 理 念

沖 縄 と聞 く と,遠 い昔 の 大 阪 で小 学 生 だ っ た頃 の か わ い い友 だ ち ら を想 い 出

す 。 子 供 た ちの小 学 校 もま た,コ ザ小 学校 と姉 妹 校 で あ っ た 。

初 め て沖 縄 を訪 れ た の は,万 博 の 年 の11月 で あ っ た 。 大 洋 州 と東 南 ア ジ ア の

諸 都 市 を訪 れ,大 阪 へ 戻 る前 日が,沖 縄 訪 問 の ス ケ ジ ユー ル と な っ て い た。

ア ルバ イ トだ と い う女 子 学 生 のバ ス ガ イ ドか ら,切 々 た る沖 縄 の 現状 を聞 い

い た。 目 の 前 の 都 市 景 観 か ら も,街 の た たず ま い か ら,か つ て の伝 統 とロ マ ン

の沖 縄 を感 じ と る こ とは で きな か っ た。 こ う した状 況 は,全 国 的 に も い え る こ

とで は あ る し,大 阪 も その 例 外 で は な い が,メ ル ボ ル ンや シ ン ガt一 ル,そ し

て バ リ島 の 美 しい村 落 を観 て きた 直 後 だ け に,沖 縄 の 現 状 に強 い印 象 を受 けた

の だ っ た。

'昭 和52年4月6日
,沖 縄 出張 所 か ら 「沖 縄 市 が,国 際 文 化 観 光 都 市 と して ふ

さ わ しい 文化 の殿 堂 で あ る市 民 会 館 を,公 開 競 技 にか け る」 と い うニ ュ ー ス の

小 さ な切 抜 き が届 い た 。

た だ ち に組織 を あ げ て,こ れ に応 募 す る こ と を決 意 し,歴 史 と文 化 を求 め,

沖 縄 の風 土 を観 察 す べ く,全 島 を踏 査 した。

古 典 舞 踊 の格 調 高 い型 や,民 謡 か らも,そ の デ ィ テ ー ル が,と りわ け洗 練 さ

れ て い る こ と を学 び,コ ン ク リー トと い う無 機 質 の も の に,情 感 を持 た せ る よ

う,楽 しみ な が らつ く った 。 植 栽 は,い つ沖 縄 を訪 れ て も,バ イ タ リテ ィの あ

る ガ ジュ マ ルや 風 格 の あ る フ クギ や,や さ しい ホ ウ オ ウ ボ ク を配 し,色 あ ざや

か な クロ ト ン を植 え込 み,し き りに詩 情 をか き立 て られ る今 帰 仁 城 跡 の,紫 つ

ゆ 草 を根 じめ と した 。

沖 縄 市 民 会 館 は,そ の 長 い建 設 の 希 望 と,多 くの 人 び との 熱 意 や協 力 に よ っ

て初 め て 実 現 した 。 シ ンボ ル ツ リ ー と して 前 庭 に植 えた ガ ジ ュ マ ル が,ま す ま

す 気 根 を増 や し,た くま し く育 っ て行 くよ うに,市 民 会 館 も市 民 の皆 さん ひ と

りひ と りの 力強 い ご参 加 を合 わせ て,そ の建 設 の 理 想 が,い よ い よ現 実 の も の
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と な っ て 発展 して い くこ と を祈 っ て い る。

設 計 説 明 書

配 置 計 画

●沖 縄 市 民 の レ ク リエ ー シ ョ ンの"ひ ろば"と して の 八 重 島 公 園 。

●沖 縄 市 民 の 文化 交 流 の"ひ ろば"と して の 市 民 会 館 。

この 二 つ の調 和 を図 り,豊 か な人 間 交流 の 場 と教 育 文化 創 造 の場 をつ く る こ と

と した 。

ア プ ロ々 チ 県 道27号 線

は幹 線 道 路 で 歩行 者 専 用 道

路 の性 格 を も ち,12m都 市

計 画 道 へ 分 流 す る。 こ の12

m都 市 計 画 道 路 が 敷 地 へ 接

す る。沖 縄 市 と周 辺 地 域 の

人 口分 布 か ら交 通 手段 別 に

分 析 す る と,1日 当 り平 均

来 館 者 数 は1,330名,う ち

第2ゲ ー ト方 面6637名48%,
アプローチ分析 図

美 里 地 域 方 面653名49%,池 武 当 方 面40名3%で あ る。

正 面 は 利 用 者 の 多 くの人 が納 得 で き る もの で,判 りや す く,親 しみや す く,

明 るし}面と した い た め,メ イ ンア プ ロ ー チ は,12m都 市 計 画 道 路 か らの 南 入 り

と し,軸 線 は 南北 に設 定 した 。

敷 地 環 境 沖 縄 は健 康 で 美 し く,明 る く住 み よ い,平 和 で 豊 か な国 際 文 化 観

光 都 市 を志 向 して い る。 敷 地 の 環 境 は,1.緑 の ふ と こ ろ に抱 か れ た 公 園,2.コ

ザ 小 学 校 校 庭 側 の 明 る い空 間,3.幹 線27号 線 と駐 車 場 施 設 が あ る。

こ の 中 に,美 里 地 域 市 街 地 と海 へ 開 か れ た眺 望 の あ る,唯 一 の 見通 し線 が あ
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る。この眺望 を市民志向の高揚手段 と捉 え,施 設と公園の融和 と,広 場の拡が

りを イ メ ー ジ した。

ブ ロ ック計 画 ブ ロ ッ ク

プ ラ ンは雁 行 並 列 型 で あ る。

平 面 ブ ロ ッ ク は市 民 会 館 施

設 の特 別 集 会 施 設,コ ミュ

ニ テ ィセ ンタ ー,公 民 館 の

3ブ ロ ッ ク を雁 行 に配 列 す

る。 管 理 サ ー ビス ブ ロ ッ ク

は 公 園 との ク ッ シ ョ ン的 役

割 を もた せ た。

嘉手納基地

X27号 線

'

至 第2ゲ ー ト

至池
武当

駐車場

公園

ゴザ小学校

見通し線

公園

敷地環境図

断 面 ブ ロ ッ クは,大 地 の うね り に足 をつ け る こ と を前提 に,土 地 の起 伏 と道

路 勾 配 を有 効 に生 か して雁 行 断 面 と した。 広 場 は 人 と人 と の ふ れ あ い の 場 で,

平 面,断 面 ブ ロ ッ クの雁 行 並 列 型 で 生 じる変 化 を演 出 す る。 ま た防 災避 難 と消

化 活 動 の拠 点 と もな る。 この 計 画 に よ り,敷 地 条 件 と施 設 機 能 お よ び 目的 の 有

機 的 結 合 と調 和 を可 能 な も の と して い る。

動線計画1.主 動線は12

m都 市計画道路から南入直

進する。駐車場利用者は南

西面取付部 を通 り,公 園利

用者は公民館前広場の階段

から主動線へ と合流する。

2.身 体障害者は,広 場 と同

一レベルの大ホール,中 ホ 動線図

一 ル
,公 民 館 へ 導 入 す る。 公 民館 内 は エ レベ ー ター を利 用 す る。3.管 理 サ ー ビ

ス動 線 は 正 面 と北 西 部 の 公 園 との 共 同利 用駐 車 場 とす る。 以 上 の3点 を留 意 し,
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利用者と管理サービス機能 を単純明快 な動線で計画 した。

建築計画

雁行並列構成 会館の管理区分は,特 別集会施設,コ ミュニテ ィセ ンター管

理 と公 民 館 管 理 で あ る。

会 館 の機 能 区 分 と計 画 は・,

1.観 客:前 面 道 路 と広 場 に

直 結 す る。2.楽 屋:機 能 に

よ っ て生 じる舞 台 高 さ を,

雁 行 断 面 に よ り同 一 レベ ル

で直 結 す る。3.公 民 館:明

る い室 内 環 境 で公 園 と の融

和 を図 る。4.管 理:各 機 能

の接 点 に あ り,管 理 サ ー ビ

ス の 省 力 化 とス ムー ス な動

線 を図 る。 以 上 の よ うに,

観 客

楽 屋

公民館

管 理

食 堂

平面 ブロ ック

断面 ブロ ック

管 理 区 分 と機 能 区 分 は雁 行 並 列 構 成 に よ り明快 な もの に して い る。

日陰 げ 南 面 各施 設 入 口 に は深 い庇 を設 け,ま た 東 西 の開 口部 にはPC板 構

造格 子 ル ーバ ー を取 り付 け て い る。 これ は 伝 統 的 な 凧 の 骨 状 の もの で,サ ッ シ

ュ取 付 け の役 割 を も た せ て 強 烈 な 日差 しに対 処 して の も の で あ る。

遮 音 計 画 航 空 機 騒 音 対 策 と して,外 部 設 定 騒 音 レベ ル89bBに 対 して,内 部

験 音 レベ ル 目標 値NR30に 設 定 し,屋 根,コ ン ク リ ー トス ラブ の 上 にU型PC

板 募 き,二 重構 造 屋 根 板 と して,壁 も二 重 遮 音 壁,ま た 開 口部 も二 重 サ ッ シ ュ

と して い る。 こ の屋 根 は 地 域 特 有 の瞬 間 降 雨 量 に も対 処 した もの で,沖 縄 の 風

土 と環 境 にマ ッチ した 表 情 を か も し出 して い る。

音 響 計 画 大 ホ ー ル は 音 楽 を主 体 と した 多 目的 ホ ー ル で,残 響 時 間 目標 値1.6

秒 と した 。 中 ホ ー ル は 市 民 の 郷 土 演 劇 を主 と した ホ ー ル で,残 響 時 問 目標 値 を
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1.5秒 と し,と も に音 楽 的 な評 価 を得 て い る。

構 造 計 画

ブ ロ ッ ク計 画 全体 計 画 と して は,架 構 性 状 を考 慮 して,1.ホ ワ イエ,2.大

ホ ー ル,3,中 ホ ー ル ・中央 公 民 館 の3ブ ロ ッ クの 単純 な構 造 体 に大 別 して,各

ブ ロ ッ クは エ キ スパ ン シ ョ ン ジ ョ イ ン トで結 合 した6

架 構 計 画 平 面 計 画 の 自 由性 と経 済 性 を考 えて 耐 力壁 を一 部 含 ん だ ラー メ ン

架構 と した 。 大 ホ ー ル は機 能 上 大 スパ ンで,遮 音性 能 上,屋 根 荷 重 が通 常 の 場

合 よ り大 き いの で,屋 根 架構 は た わ み剛 性 が 大 き く,経 済 的 なH型 鋼 の平 行 弦

トラ ス を採 用 した 。

基 礎 計 画 現 地 盤 面 下5～10mの 砂 質 石 灰 岩 を支 持 地 盤 とす る既 製PC抗 基

礎 と したQ

塩 害 対 策 細 骨 材 中 の 塩 分 量 を0.02%以 下 にす る た め,砕 砂50%と 除 塩 した

海 砂50%に よ る混 合 砂 を使 用 した。 ま た,外 部 に面 す る部 位 の コ ン ク リー トの

かぶ り厚 は50㎜ 以 上 と して い る。

設 備 計 画

各 設 備 は,施 設 に即 した もの で,か つ 簡 易 に運 営 で き る もの で 省 エ ネ ル ギ ー

を志 向 して い る。

電 気 設 備 高 電 圧 配 電 式 に よ る電 力 損 失 の 減 少,コ ン デ ンサ ー の 分 散 設 置 に

よ る無 効 電 力 の減 少,合 理 的 な照 明 計 画 を行 な う と と も に,昼 光,使 用 頻 度 お

よ び管 理 を考 慮 し点 滅 回路 を分 割 して い る。

給 排 水 衛 生 設 備 揚 水 ポ ン プ揚 程 の低 減 お よ び,地 形 を有 効 利 用 した重 力 式

排 水 方 式 に よ り所 要 動 力 を極 力少 な く して い る。'

冷 房 ・換 気 設 備 庇,外 部 ル ーバ ー の 設 置,屋 根,外 壁,窓 等 の 各 部 位 の 断

熱 性 を高 め て 熱 負 荷 の減 少 を図 っ た 。冷 房 ・換 気 シ ス テ ム は各 施 設 の特 異 な使

用 状 況 に対 応 で き る よ うに 考慮 して い る。 大 ホ ー ル には 灯 油 焚 冷 水発 生 機 と空

調 器,全 熱 交 換 器 の 組 合 せ,ま た 中 ホ ー ル と中 央 公 民館 は水 冷 式 パ ッケ ー ジ型
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空 調 器 方 式 と して,各 室 用途 に応 じて細 か くゾ ー ニ ン グ して ラ ンニ ン グ コス ト

の低 減 を図 っ て い る。

植 栽 計 画

沖 縄 の 風 土 と地 域 にマ ッチ した 植 栽 計 画 と し,敷 地 外 周 に は フ ク ギ,前 庭 お

よ び建 物 の 回 り には ガ ジ ュ マ ル,ホ ウ オ ウボ ク,ク ロ トン,ツ ユ クサ を配 置 し

て公 園 との つ な が り を考 慮 した 。

コ ンペ 時 審 査 評S52.6.16

選 定 の 理 由

優 秀 作 品(竹 中 工 務 九 州 支 店 一 級 建 築 士 事 務 所)一 沖 縄 市 の 市 民 会 館 と

して の 独 自性 を,い わ ゆ る情 緒 に,注 さ な い限 界 の 中 で 発 揮 す る と同 時 に,特

別 集 会 施 設,コ ミュ ニ テ ィー セ ン ター,中 央 公 民 館 の 三 部門 を非 常 に 素 直 な形

で併 列 して各 機 能 の 明快 な分 割 を図 る と と も に,背 部 の 直 交 す る動 線 に よ って

そ の連 絡 を企 図 す るな ど,伝 統 と現 代 生 活 との統 合 に成 功 し て い る と考 え られ

る。 さ らに音 に関 して も,航 空 機,高 速 道 路 駐 車 場 か らの騒 音遮 断 及 び 文 化施

設 の 立 地 よ り,計 画 道 路 に そ の正 面 を向 け て い る こ と も共 感 で きる。

た だ,そ の た め に高 速 道 路 の 通 過 か らの 展 望 の さ び し さや,公 園 との 関連 性

の うす さ が 惜 まれ る。 審 査 委 員,安 東 勝 男,野 原 康 輝,嘉 手 納 是 敏,砂 川 正 男 ,

幸 地 光 英,敬 称 略 。

(建 築 業 協 会 賞)評S57.6.21

BCS賞

この 施 設 の 建 つ 沖 縄 市 は,沖 縄 本 島 中部 圏 の 中 心 都 弟 で,那 覇 市 に次 く県 第

2の 都 市 で あ る。 昭 和49年4月1日 に旧 コ ザ 市 と美 里 村 と が合 併 して 生 れ た。

「国 際 文 化 観 光 都 市」 を 目指 して 昭 和50年 に沖 縄 市 総 合 計 画 基 本 構 想 を策 定

し て い る が,そ れ の一 環 と して広 域 的 な 文化 施 設,市 民 会 館 を企 画 ,昭 和52年
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3月 に全 国 公 開 の 設 計 競 技 を行 っ た。 当 市 民 会 館 の 設 計 は,そ の際 最 優 秀 案 と

して 入 選 決 定 した もの で あ る。

沖 縄 は本 来,独 自の 個 性 あ る文 化 を も っ て い る。 沖 縄 古 来 の建 築 に は特 に,

それ を構 成 す る素 材 や,そ の デ ィテ ー ル,形 態 に,あ る い は平 面 計 画 そ の も の

に そ の文 化 を見 る こ と がで き る。

しか し,太 平 洋 戦 争 の 激 戦 地 と な り,焼 土 と化 した沖 縄 は,戦 後 米 軍 の 占領

下 の 時代,進 駐 時 代 を通 して街 は 復 興 され た が,い わ ゆ る ア メ リ カナ イ ズ さ れ

た近 代 的 な建 築 に よ っ て,そ の大 半 が 占 め られ る よ う に な っ て し ま った 。

その 後,沖 縄 が 日本 に返 還 され て以 来 今 日ま で,県 民 は そ の独 自の 文 化 を育

て 新 しい国 際 化 社 会 の 時代 に対 応 す べ く街 づ く り に も大 変 な 努 力 を払 っ て い る。

しが し,沖 縄 に建 つ 戦 後 の建 築 で,本 当 に沖 縄 の 文 化 に根 ざ して建 て ら れ る と

考 え られ る も の は未 だ は な は だ 数 が少 な い の が実 情 で あ る。 こ の市 民 会 館 の 設

計 に は,そ の点 へ の 配 慮 が 強 く感 ぜ られ る数 少 な い建 築 の 一 つ で あ る と い え る。

施 設 内容 は,1553人 を収 容 す る特 別 集 会 施 設 。500人 を収 容 す る コ ミュ ニ テ

ィセ ン ター,そ れ に公民 館 とい う3つ の施 設 の 複 合 建 築 で,延8,463㎡ の規 模

の もの で あ る。 これ ら機 能 の異 な る3つ の施 設 を雁 行 並 列 に配 置 し,施 設 利 用

者 は 夫 々 の 施 設 に独 立 した レベ ル の異 な る入 口 か ら入 れ る の に対 し,土 地 の 起

伏 を巧 み に利 用 し,特 別 集 会 の 大 ホ ー ル,コ ミュ ニ テ ィセ ン ター の 中 ホ ー ル の

各 舞 台 と楽 屋 は 同 一 平 面 で 直 結 す る と共 に,管 理 部 門 も背 後 で 三施 設 に 共 通 に

結 ば れ る よ う計 画 され て い る。 平 面 計 画,断 面 計 画 が合 理 的 か ら有 機 的 に関 連

づ け られ,利 用 者 と管 理 サ ー ビ ス機 能 が単 純 明 解 な動 線 で 巧 み に解 決 さ れ て い

る。

また,南 国 独 特 の暑 い 日差 し に対 し,南 面 各 施 設 入 口 に は深 い庇 を設 け た り,

東 西 の 開 口部 に は伝 統 的 な凧 の 骨 状 の イ メー ジ を もつPC版 構 造格 子 ル ー バ ー

をデ ザ イ ンす る な ど,き び しい気 候 風 土 に対 応 した 工 夫 が そ の ま ま建 築 の デ ザ

イ ン に生 か され て い る。
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屋根 コ ン ク リー トス ラ ブ上 のU型PC版 は航 空 機 騒 音 に対 す る と と も に台 風

な どの 豪 雨 に対 して も十 分 な機 能 を果 す デ ィテ ー ルの 工 夫 が な さ れ て い る。 そ

の 屋 根 上 上 に は,沖 縄 独 特 の 風 物 詩 と も い え る シー ザ ー を配 し,安 ら ぎの あ る

建 築 空 間 の演 出 も,一 応 そ の成 果 をみ る こ とが で きる。 建 築 を構 成 す る主 材 は

コ ン ク リー トの 打 放 しで,そ の上 に カ ラ ー ク リヤ ー 仕 上 と して 全 体 に格 調 の あ

る押 えた デ ザ イ ン に し て あ る が,施 工 も そ れ に対応 して,各 種 繰 型 の型 枠 精 度

も確 保 され 建 物 の風 格 を一 層 引 き立 て て い る。

太 平 洋 戦 争 で 日本 に お け る唯 一 最 大 の激 戦 地 と な っ て まだ 半 世 紀 も経 て い な

い今 日,地 元 の 方 々 の 当施 設 へ の 並 々 な らぬ 熱 意 と努 力 と に よ っ て 実 現 した こ

の 会 館 は,以 上 述 べ た通 り沖 縄 の 風 土 文 化 を よ く踏 ま えた 上 に近 代 的技 術 を周

到 に用 い た設 計 で あ り,そ の 意 図 を十 分 体 した立 派 な施 工 が行 わ れ た建 築 で あ

る 。 この施 設 が 今後 ま す ます 市 民 の 方 々 の 文 化 活 動 の拠 点 と して育 っ て い くこ

と を祈 っ て止 ま な い。 選 者:大 谷 幸 夫 池 田武 邦 木 島 努 敬 称 略

以 上,設 計 基 本 方針 と第3者 の 審 査 評 との 共 感 性,連 続 性 を こ の2つ の プp

ジ ェ ク トの 具 体 例 よ り理 解 い た だ け れ ば 幸 で あ る。

※ 用 語 と そ の 造型 に つ いて の 一 考 察 につ い て は,"実 践 的 デザ イ ンボ キ ャ ブ

リー につ い て"を 参 照 され た い 。(関 西 意 匠 学 会 会 報 第18号 ・S51.6.15)
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